
Ⅰ類Ａ

教　養　問　題
平成26年 6 月施行　　職員採用試験

指示があるまで開いてはいけません。

注　意

1 .  問題と解答用紙は別になっています。必ず解答用紙に解答してください。

2.  問題は全部で40題あり、ページ数は43ページです。

3.  解答時間は 2 時間です。

4.  解答方法は次のとおりです。

  　例〔№　 1 〕日本の首都として、正しいのはどれか。

  　　　1.　京都　　2.　福岡　　3.　東京　　4.　大阪　　5.　広島

  　正答は「3 . 　東京」ですから解答用紙の問題番号の次に並んでいる

マーク欄　　 　 　 　 　 　　の中の　 　を鉛筆又はシャープ

ペンシルで　 　のようにマークして　　 　 　 　 　 　　とす

れば正解になります。

5.  各問題とも、正答は 1 つだけです。2 つ以上マークした場合は誤りとなります。

6.  解答に当たっては、解答用紙に記載された注意をよく読んでください。

7.  計算を要する場合は、この冊子の余白を利用してください。解答用紙は絶対

に使ってはいけません。

8 .  この冊子は持ち帰ることができますが、解答用紙は絶対に持ち帰らないで

ください。



〔№　 1 〕 次の文章で述べられていることとして、最も妥当なのはどれか。

小説とは、近代ヨーロッパにおいて発展した文学形式である。小説の興隆にとも

ない、「物語」という従来的な語りの形は、小説の語りにとって代わられていった

が、語りの形式としての「物語」と「小説」は、いくつもの点において際だって対

照的である。

 「物語」は、共同体というひとつの小さな世界のなかで、その共同体に帰属する

者たちによって共有されるのが普通だ。そして「物語」はたいてい、話者の母語に

よって語られる。それは同時に、聞き手の母語でもある。地域が異なれば、「物語」

を語る言葉も異なるだろう。他方、小説は、ひとつの同じテクストが、地域や共同

体の境界を超え、階層やジェンダー、そして、言語をも異にする、さまざまに異なった

異質な読者によって読まれる点に特徴がある。

 「言語を異にする読者」というのには、いくつかの含意がある。ひとつには小説

が、他の言語に翻訳されてほかの国でも読まれる、ということを意味しているが、

それだけではない。小説が翻訳されるということ、そして、原著とは別の言語で、

別の国の人々によって読まれるということは、現代の私たちにとっては自明のこと

のように思われるが、本当にそうなのだろうか。小説はなぜ、翻訳することができ

るのか、なぜ、世界の各地で言語や文化を異にする人々に、同じ作品として読まれ

うるのか。小説のこの翻訳可能性という問題は、あらためて考察を要するたいせつ

な問題であるようにわたしには思われるが、ここではその問題はおいておく。

近現代の歴史、とりわけ植民地主義の歴史は、小説が別の言語に翻訳されること

なく、原語のまま、別の言語を母語とする者たちに読まれるという事態を可能にす

るとともに、そのような者たちが母語以外の言語によって小説を書くという事態を

促した（わたしがここで想起するのは、ドゥルーズ＝ガタリの「マイナー文学」に

ついての議論である）。

さらにまた、「物語」が話者の母語、すなわち、話者に身体化された言語で語られ

るのに対し、小説の言語は、多くの読み手にとって「母語」ではない。それは、学

校教育で修得された書き言葉という、母語とはまた別の言語であるという点におい

ても、小説は、言語を異にする者たちによって読まれるということになる。

近代という時代における、小説の隆盛にはさまざまな複合的な要因があるだろう。

－1－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



いちどきに大量のコピーを製造するには、それを可能にする製紙技術や印刷技術が

必要であっただろうし（それには当然、原材料の確保や資本が必要である）、また、

できあがった作品を商品として国内外に流通させるためのさまざまなシステムの存

在も必要であろう。また、ひとつの地域や共同体を超えて、母語を異にする者たち

に作品が読まれるためには、それらの者たちに共有される、統一された言語という

ものの存在が不可欠であり、同時に、そのような統一された言語を共有する読者の

存在が必要である。

近代国民国家建設の要請に支えられた近代教育というものが、「国語」なるものを

子どもたちに教え、徹底的にそれを身体化させていった。そして、そのような言語

を自らの言語として内面化させた者たちが、「国民」として形成されていくことにな

る。小説というものは、小説を小説として可能ならしめるこれら内在的、外在的な

主要な要件において、近代の国民化、国民国家化という問題と密接に関連している。

だが、そのことは、小説というものが本来的に、ナショナリズムに骨がらみになっ

ている、ということを必ずしも意味するものでもないだろう。

（岡真理「記憶／物語」による）

1.   「物語」は、小説の興隆にともない、小説の語りへと発展し、地域や共同体

の境界を超え、言語を異にする読者によって読まれるようになった。

2.   「言語を異にする読者」とは、他の言語の国でも、翻訳されて読まれるとい

うことを意味しており、原語のまま読まれるということは意味していない。

3.   植民地主義の歴史は、翻訳されることなく、母語以外の言語のまま小説を読ん

だ者たちが自分の母語によって小説を書くという事態を促した。

4.   小説の言語は、学校教育で修得された書き言葉という、母語の一種であると

いう点で、多くの読み手にとって「母語」である。

5.   小説がひとつの地域や共同体を超えて、母語を異にする者たちに読まれるた

めには、統一された言語とそれを共有する読者の存在が必要である。

－2－



〔№　 2 〕 次の文章で述べられていることとして、最も妥当なのはどれか。

人間が構造物をつくるときの原理的方法に、大きく分けて「積み上げ型」と「位

置づけ型」の二つがある。積み上げ型というのは、子どもがブロックをつなぎ合わ

せて構造物をつくるときのように、さまざまな部品（要素）を積み上げて全体をつ

くるつくり方である。この作業で使われるのが「主語の論理」である。それは、ど

のように積み上げるべきかが場と分離した局在的生命としての「我」が同様に分離

した部品に関与して主語側（ブロックを積み上げる人間の意志）によって決定され

るからである。もっとも、部品と部品の間の関係が整合的になっていなければブロッ

クを積み上げることができないから、つねにこの整合性が満たされるように組み立

てていかなければならない。このように部品から組み立てて全体をつくる方法のこ

とをボトムアップ的方法ともいう。

この方法に対して、はじめに全体の枠を大まかに与えておき、つぎにその枠の内

部の適切な位置にさまざまな部品（要素）を位置づけながら全体を完成させていく

方法がある。それは最初に「我」をその一部として包含する「全体」を設定し、つ

ぎにその「全体の状況に合致する」ように位置づけながら次々と部品を置いて構造

物をつくっていく方法、すなわち位置づけ型の方法である。たとえば、箱庭の中に

部品を並べて住みかやその周りの環境の模型をつくっていくときには、まず箱庭と

いう枠の中に我の観点を移して、箱庭的世界全体を大まかに構想して、家屋敷を位

置づけて置き、つぎにその周囲の環境をつくるなど、さまざまな部品を位置づけな

がら全体の構想を進めていき、箱庭の世界全体を次第に発展させていく。まず全体

の枠が示され、つぎにその枠の中に場をつくり全体を完成していくという意味から

トップダウンの方法といってもいいかもしれない。ここではつねに場の全体的な状

況によって作業の手順が決まることから、作業の論理は（ドラマを演じていく論理

に相当する）「述語の論理」となる。

この方法でも部品と部品のあいだの関係の整合性が重要であるが、その整合性は

ブロックの構造物の場合のように機械的な意味で論理的なものではない。箱庭には美

的感覚にしたがって部品と部品のあいだの関係が決定される自由度もある。つまり

状況的意義にしたがって作業が進むのである。ここでいう「部分が全体と合致する」

という場合の「合致する」という内容は、ブロックの部品の場合のように論理的な
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※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



合致とか機能的な合致を意味しているというより、多分に意味的あるいは美的な合

致である。ブロックの場合には全体性が希薄である。したがって整合性といえば、

主として部品と部品のあいだの論理的整合性とか機能的整合性に限られてくる。こ

れに対して箱庭の場合には、つねに全体性が保たれることが必要であるから、部品

と部品のあいだの関係の整合性のほかに、部品と全体のあいだの関係の整合性が問

われていくのである。そのために「全体の中に部品を置く」作業の進行にしたがっ

て新しい状況が生成してくる。誰かが箱庭に「部品を置く」ということを、もしも

箱庭に意識があって箱庭のほうから見るならば、新しい意味をもつ「部品が登場す

る」ことになるから、生成的あるいは創出的変化ということができる。

（清水博「場の思想」による）

1.   積み上げ型により構造物をつくるときは、全体と部品とが場と分離している

ため、構造物全体の中に新たな部品を積み上げることは、創出的変化となる。

2.   積み上げ型により構造物をつくるときは、積み上げる人間の意志によって全

体の積み上げ方が決定されるため、つねに全体性が保たれることが意識される。

3.   位置づけ型により構造物をつくるときは、最初に全体の構想を細部まで設定

し、その構想を逸脱しないようにさまざまな部品を適切な位置に置くことが意

識される。

4.   位置づけ型により構造物をつくるときは、状況的意義にしたがって作業が進

むことから、部品と部品のあいだの関係性を決定する際に一定の自由度がある

という点において、積み上げ型によるときとは異なる。

5.    積み上げ型によるときでも位置づけ型によるときでも、その構造物全体を発

展させるためには、部品と部品は、論理的なだけでなく美的にも合致している

ことが重要である。

－4－



〔№　 3 〕 次の文章の空欄Ａ～Ｄに当てはまる語句の組合せとして、最も妥当なの

はどれか。

大学院を出た後、私は物質である脳からいかにして心が生み出されるかという「心

脳問題」に目覚め、 Ａ の経験主義的科学では扱いえないさまざまな問題群

に気づくようになった。単純に量子統計力学の数学構造を賛美していても世界を引

き受けるという問題は片づかない、ということに気づいた。

意識の象徴としての「クオリア」が、自然科学が Ａ 標
ひょうぼう

榜してきた数学的

な方法論では扱えないこと。この一点をとっても、数理科学における「 Ｂ

性」の概念が狭きに失していることは明らかである。思想家にだって、 Ｂ

性の概念はある。ただ、それを数式に書けないだけである。絶対音感があるように、

絶対思想感というものもある。そこに、思想における卓越性の基準があるというこ

とを、すぐれた思想家は最初から知っている。ただ、それが普通の自然科学の手法

では扱えないだけである。

自然科学者としての卓越性の基準と、思想家としてのそれは違う。これが、今日

に至るまで私を悩ませている問題の根にある認識である。伝統的な意味での自然科

学の中にとどまり、思想家たちが直面している真摯な問題群に目を向けず、科学と

しての卓越性を Ｃ している限り、おそらく悩みは少ない。一方、自然科学

における Ｂ さや普遍性を、社会構成主義やエクリチュールの相対主義の枠

組みで片づけ、それ以上反省しない思想家にも悩みは少ない。

純粋培養の自然科学者にも、思想家にも、おそらくは世界 Ｄ を引き受け

ることなどできない。人が人として生きるということの困難さの核心、この世界を

成り立たせている根本原理の神秘、ゲーテの『ファウスト』にいう「この世をその

中心において統
す

べているもの」を把握するためには、自然科学の卓越でも、思想の

卓越でも足らない。両者の間に、思考の補助線を引かなければ、 Ｄ の構図

は見えてこないのである。

（茂木健一郎「思考の補助線」による）

－5－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



  　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

1.   本来　　多様　　追求　　全体

2.   本来　　厳密　　尊重　　標準

3.   本来　　曖昧　　堅持　　全体

4.   従来　　多様　　堅持　　標準

5.   従来　　厳密　　追求　　全体

－6－



〔№　 4 〕 次の文Ａ～Ｆを並べかえて一つのまとまった文章にする場合、最も妥当

なのはどれか。

Ａ　また、同じ一つの観点からであっても、ある時に「Ｐであり」、また別の時に

「Ｐでない」というのも、なんら矛盾ではない。あくまで同時に（一挙に）「Ｐで

ありかつＰでない」場合に限って、矛盾となる。

Ｂ　その意味では、時間は、矛盾というものの発生基盤を流し去り、解除してしま

う当のものである。ある瞬間に「Ｐであり」かつ次の瞬間には「Ｐでない」とい

うように、時間の介入によって矛盾は無害化される、というだけでは済まない。

「Ｐである」という同一性そのものが、そもそも（時間を貫いて）成り立つのかど

うか。その同一性を、時間が過ぎ去ることは危うくする。

Ｃ　すなわち、「同じ一つの観点から」「同時に（一挙に）」であることが、矛盾とな

るための束縛条件である。矛盾というものの発生には、「同時性（一挙性）」とい

う時間的な束縛が課されている。

Ｄ　周知のように、相反することが共起してしまうことが「矛盾」である。たとえ

ば、「ＰでありかつＰでない」というように。ただし、ある観点から「Ｐであり」、

別の観点から「Ｐでない」というのは、なんら矛盾ではない。あくまで同じ一つ

の観点から「ＰでありかつＰでない」場合に限って、矛盾となる。

Ｅ　時間は、矛盾というものの内側にくい込んでいる。矛盾というものを成立させ

る束縛条件の一つであるという仕方で、あるいは矛盾というものを流し去る解除

装置という仕方で。

Ｆ　あるいは、この「同時性（一挙性）」は、むしろ時間の抑圧の結果であり、時間

を強引に捨象したところに現れる「抽象的な無時間性」に等しいと言うべきなの

かもしれない。というのも、絶えず過ぎ去る時間は、「同一」や「一挙」という

ような固定性や全体性そのものを、虚しく突き崩してしまう力を持つはずなのだ

から。

（入不二基義「時間と絶対と相対と」による）

－7－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



1 .   Ｄ－Ｂ－Ｆ－Ａ－Ｅ－Ｃ

2.   Ｄ－Ｆ－Ａ－Ｃ－Ｅ－Ｂ

3.   Ｅ－Ｂ－Ｄ－Ｃ－Ａ－Ｆ

4.   Ｅ－Ｄ－Ａ－Ｃ－Ｆ－Ｂ

5.   Ｅ－Ｄ－Ｂ－Ｆ－Ａ－Ｃ
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〔№　 5 〕 次の英文の中で述べられていることと一致するものとして、最も妥当な

のはどれか。

A green fountain of magnetic light shot up into the sky ,  its edges rimmed＊ 

with sparks .  The air crackled＊ ,  the river groaned ,  and Miyax pointed her boots 

toward Kapugen .

She could see the village of Kangik long before she got to it .  Its lights twinkled 

in the winter night on the first bench of the river near the sea .  When she could 

make out windows and the dark outlines of houses ,  she pulled her sled＊ to the 

second bench above the river and stopped .  She needed to think before meeting 

Kapugen .

She pitched her tent and spread out her sleeping skins .  Lying on her stomach ,  

she peered down on the town .  It consisted of about fifty wooden houses .  A few 

were large ,  but all had the same rectangular＊ design with peaked roof .  Kangik 

was so snowy she could not see if there was trash in the streets ,  but even if 

there had been she would not have cared .  Kapugen’s home had to be beautiful .  

The village had one crossroad ,where the church and mission stood .  On either 

side of them were the stores ,  which Miyax recognized by the many people who 

wandered in and out .  She listened .  Dog teams barked from both ends of town ,  

and although she knew there were snowmobiles ,  the village was essentially a 

sleddog town̶an old‒fashioned Eskimo settlement .  That pleased her .

（Jean Craighead George「Julie of the Wolves」による）

　＊ rim････縁をつける　　＊ crackle････パリパリ音を立てる

　＊ sled････ソリ　　＊ rectangular････長方形の

－9－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



1 .   マヤックは、空気がパリパリ音を立て、川が低い声でうなる中で、自分の

作ったブーツをカプゲンに届けることの重要さを認識した。

2.   マヤックは、テントを張り、寝袋を広げると、仰向けになって目を閉じ、そ

れまでに見たカンギクの村の光景を思い浮かべてみた。

3.   カンギクの村では、どの家も長方形であり、屋根が平らになっていることが、

マヤックにはわかった。

4.   カンギクの村の中に十字路がひとつあり、そこには、教会と保安官事務所が

立地し、また、人々が出入りする様子から、それらの両側に続く建物にはお店

以外のものもあることが、マヤックにはわかった。

5.   マヤックは、村には雪上車があると知っていたが、ソリを引く犬のほえる声

を村の両端から聞き、カンギクが、犬ゾリを使う昔のままのエスキモーの村で

あることがわかり、うれしくなった。

－10－



〔№　 6 〕 次の英文の中で述べられていることと一致するものとして、最も妥当な

のはどれか。

My work did not ,  could not ,  end with my marriage to Joseph and his children 

or even with the birth of Truitt .  There is no one else to care for the valley .  The 

hospital remains two hours away ,  and the road is impassable＊ for much of the 

winter .

This year our winter came early .  In November I was watching over two 

pregnancies ,  one of which I worried about .  The mother is a thin ,  often‒beaten 

girl of about eighteen .  From the size of her ,  I quickly suspected twins and urged 

her and her husband to go to the hospital in Staunton or Harrisonburg for the 

delivery .

Despite his bouts of drunkenness＊ ,  the young husband is well‒meaning＊ .  He 

would have taken her ,  I believe ,  had there been any money at all .  But how 

could I urge them to make the trip when the hospital might well reject her? And 

without money where could they stay in the city until the babies actually came? I 

counted the days and measured her progress as best I could and then sent word 

to a doctor in Staunton that I would need help with the birth .  But it snowed 

twenty inches the day before Essie went into labor ,  so when they called me ,  I 

went alone .

The first twin ,  a nearly six‒pound boy ,  came fairly easily ,  despite Essie’s 

slender frame ,  but the second did not follow as I thought it should .

 （Katherine Paterson「Jacob Have I Loved」による）

　＊ impassable････通行できない　　＊ drunkenness････大酒飲み

　＊ well‒meaning････善意の

－11－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



1 .   私は、11月に 2 人以上の妊婦を診たが、そのうち、やせて、よく他人をたた

くクセのある18歳の少女のことが気にかかっていた。

2.   私は、彼女のおなかの大きさから双子だと気がついたので、彼女とその夫に、

すぐにスタウントンかハリソンバーグの病院に行って診てもらい、出産時には

病院の医師に村へ来てもらうようにお願いしてみることをすすめた。

3.   若い夫は、当面のお金は十分にあり、彼女を病院に連れて行き、既に診ても

らった、と話し、私は彼のその言葉を信じていた。

4.   私は、できるだけ正確に日数をかぞえ、彼女のおなかの大きさをはかって、

スタウントンの病院の医師に、分娩の際には手を貸してほしい、という手紙を

出しておいた。

5.   エシーは、雪が20インチ積もった日の翌日に仕事に出かけ、彼女たちが私を

電話で呼んだとき、私は、ひとりでエシーの職場に出かけることにした。

－12－



〔№　 7 〕 次の英文の中で述べられていることと一致するものとして、最も妥当な

のはどれか。

Millions of years ago ,  a volcano built a mountain on the floor of the Atlantic .  In 

eruption＊ after eruption ,  it pushed up a great pile of volcanic rock ,  until it had 

accumulated a mass a hundred miles across at its base ,  reaching upward toward 

the surface of the sea .  Finally its cone＊ emerged as an island with an area of 

about 200 square miles .  Thousands of years passed ,  and thousands of thousands .  

Eventually the waves of the Atlantic cut down the cone and reduced it to a 

shoal＊―all of it ,  that is ,  but a small fragment which remained above water .  This 

fragment we know as Bermuda .

With variations ,  the life story of Bermuda has been repeated by almost every 

one of the islands that interrupt the watery expanses＊ of the oceans far from 

land .  For these isolated islands in the sea are fundamentally different from the 

continents .  The major land masses and the ocean basins are today much as they 

have been throughout the greater part of geologic＊ time .  But islands are 

ephemeral＊ ,  created today ,  destroyed tomorrow.  With few exceptions ,  they are 

the result of the violent ,  explosive ,  earth‒shaking eruptions of submarine 

volcanoes ,  working perhaps for millions of years to achieve their end .  It is one of 

the paradoxes in the ways of earth and sea that a process seemingly so 

destructive ,  so catastrophic in nature ,  can result in an act of creation .

（Rachel L .  Carson「The Sea around Us」による）

　＊ eruption････ 噴火　　＊ cone････ 円錐形　　＊ shoal････ 浅瀬

　＊ expanse････ 広がり　　＊ geologic････ 地質学（上）の

　＊ ephemeral････はかない

－13－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



1 .   数百万年の昔、大西洋の海底で火山の大噴火が次々に起こった結果、積み上

がった火山岩は、今でも面積200平方マイルの島としてそびえ立っている。

2.   バミューダ島は、大西洋上にかつてあった大陸が、数百万年の長い時間をか

けて荒波によって切り崩されて残った小さな断片である。 

3 .   バミューダ島の生涯の物語は、その他の絶海の孤島の場合に繰り返されてき

たものとは大いに異なり、大陸の場合とも全く異質なものである。

4.   島々がはかない存在であるのに対して、大陸や海盆の今日の姿は、地質時代

の大部分の期間そうであった姿とほとんど同じである。

5.   いくつかの例外を除けば、大陸は、激しく、爆発的な、地震をともなった海

底火山の大噴火の結果、できたものである。

－14－



〔№　 8 〕 次の英文の中で述べられていることと一致するものとして、最も妥当な

のはどれか。

The old rutted＊ blacktop＊ road was too hot to be near̶it was much hotter 

than the sandy ground̶so Lucky and HMS Beagle＊ went off to the side by some 

bushes to look for ants .  Pretty soon the Beag＊ found a little lace of shade under a 

creosote＊ to lie down in ,  and Lucky found some ants .

As she watched them traveling along in a couple of lanes to and from a 

quarter‒size hole ,  Lucky had a sudden large revealing thought about ants .  At 

first she felt sorry for them because they were so tiny and could be killed so 

easily .  She could kill ten or twenty at one time ,  probably .  But then she realized 

that ,  with ants ,  it wasn’t so much the one individual ant that counted .  They all 

stayed seriously on their jobs and none of them went off on tangents＊ the way 

people do .  For instance ,  you didn’t have one ant deciding to meet a friend and 

another ant knocking off work early and another ant lying around staring at the 

clouds .

No ,  the ants acted like one single machine ,  instead of zillions＊ of separate tiny 

minds and bodies .  They had good teamwork .  If some died ,  the others didn’t 

stand around worrying about it .  For ants ,  there was definitely no “I” in “team. ”

So as Lucky was realizing that ,  to an ant ,  its Higher Power might be the 

whole colony itself ,  Lincoln sauntered＊ up .  HMS Beagle whapped＊ her tail in the 

sand ,  not getting up from her shady spot .

“I was thinking , ” Lucky said ,  “about the lives of ants̶which is different from 

the life cycle of ants .  I mean ,  think about if some of them die .  The others just go 

on like they didn’t even notice .  You can’t even make an impression on them. ”

“Hmmm,” Lincoln said .  He held a loop of string between two fingers and 

threaded one end through it and then back under .  Lincoln could be hard to keep 

a conversation going with .  He listened ,  but he didn’t necessarily contribute .  

 （Susan Patron「The Higher Power of Lucky」による）

－15－

※ この問題は、著作権の関係により、掲載できません。



　＊ rutted････わだち（車の跡）のできた　　＊ blacktop････アスファルト

　＊ HMS Beagle････（犬の）ビーグル号　　＊ the Beag････（犬の）ビーグル号

　＊ creosote････（植物の）クレオソートブッシュ

　＊ go off on a tangent････急にわき道にそれる　　＊ zillion････無数

　＊ saunter････のんびり散歩する　　＊ whap････ぶったたく

1.   ラッキーは、穴に続く小道を行ったり来たりしているアリたちを見ていると

き、簡単に殺されてしまいそうなアリたちが可哀想だという考えしか浮かばな

かった。

2.   アリたちは、みな真面目に仕事を続け、人間のように急にわき道にそれるア

リはおらず、例えば、友人に会いに行こうと決めるアリ、仕事をいつもより早

く切り上げるアリや、あたりに横になって雲を見つめるアリはいなかった。

3.   アリたちは、無数の小さな心と体が集まることで、素晴らしいチームワーク

を生み出していたが、一つの機械として活動しているようには見えなかった。

4.   ラッキーは、どれか 1 匹が死んでも、それに気づかないかのように仕事を続

けるアリたちの生き方以上に、自分を感動させるものはないと考えた。

5.   リンカンは、ラッキーと話しながら一緒に歩いてはいたが、紐を輪にしたり、

紐の一方の端をつまんで輪の中をくぐらせたり、背を向けて下の方を見たりし

ていたので、彼女の話を聞いていたとしても、十分には聞いていなかった。

－16－



〔№　 9 〕 今年の春に八ヶ岳高原でトレッキングをした男女200人について、トレッ

キング当日の状況を調べたところ、次のア～オのことが分かった。

ア　富士山が見えた女性の人数は、富士山が見えた男性の人数の 3 倍であった。

イ　富士山が見えた女性のうち、野鳥のさえずりが聞こえた人数は、野鳥のさえず

りが聞こえなかった人数より76人多かった。

ウ　富士山が見えなかった女性のうち、野鳥のさえずりが聞こえた人数は、聞こえ

なかった人数の1.5倍であった。

エ　富士山が見えなかった男性の人数は、富士山が見えた女性の人数より123人少

なく、富士山が見えなかった女性の人数より 6 人少なかった。

オ　富士山が見えず、野鳥のさえずりが聞こえなかった男女の人数の比率は 1 ： 3

であった。

以上から判断して、富士山が見えず、野鳥のさえずりが聞こえた男性の人数とし

て、正しいのはどれか。

1.   5 人

2 .   6 人

3 .   7 人

4 .   8 人

5 .   9 人

－17－



〔№　10〕 潮干狩りに行ったＡ～Ｅの 5 人がとったアサリの個数について、次のア～

エのことが分かった。

ア　Ｂがとった個数は、Ｃがとった個数とＥがとった個数との和からＡがとった個

数を引いた個数より 5 個少なかった。

イ　Ｄがとった個数は、Ａがとった個数より 4 個多く、Ｃがとった個数より 7 個少

なかった。

ウ　Ｅがとった個数は、Ａがとった個数より多く、Ｄがとった個数より少なかった。

エ　とったアサリの個数が同じ者はいなかった。

以上から判断して、とったアサリの個数が最も多い者の個数と最も少ない者の個

数との差として、正しいのはどれか。

1.   10個

2 .   11個

3 .   12個

4 .   13個

5 .   14個

－18－



〔№　11〕 袋の中にレモンキャンディ 7 個、ストロベリーキャンディ 3 個、グレー

プキャンディ 2 個の合計12個のキャンディが入っている。この袋の中から無作為に

5 個のキャンディを同時に取り出すとき、取り出した 5 個がレモンキャンディ 3 個、

ストロベリーキャンディ 1 個、グレープキャンディ 1 個である確率として、正しい

のはどれか。

1.   7
132

2 .   5
66

3 .   7
66

4 .   35
264

5 .   35
132

－19－



〔№　12〕 ある事業所は、 5 台の自動車Ａ～Ｅを所有し、各自動車の乗車定員は、

Ａは 4 人、Ｂは 7 人、Ｃは10人、Ｄは14人、Ｅは29人である。次週の自動車の使用

予定について、事業所の 5 課から要望をきいたところ、次のア～オのことが分かった。

ア　総務課は、月曜日と火曜日に 1 台のみ使用し、両日とも11人乗車できるように

したい。また、水曜日は 2 台で38人乗車できるようにしたい。

イ　経理課は、月曜日と水曜日に 1 台のみ使用したい。

ウ　事業課は、火曜日に35人乗車できるようにしたい。

エ　維持課は、月曜日から金曜日まで毎日 1 台以上使用し、延べ55人以上乗車でき

るようにしたい。

オ　工事課は、木曜日と金曜日にそれぞれ 2 台使用し、両日とも 2 台で40人乗車で

きるようにしたい。

以上から判断して、ア～オの要望を満たす次週の自動車の使用の割当てとして、

正しいのはどれか。ただし、各自動車は曜日ごとに 1 日単位で各課への割当てを行

うものとし、Ｂは月曜日、火曜日及び木曜日、Ｄは水曜日、Ｅは月曜日には、既に

他の予定があるため割当てできないものとする。

1.   月曜日は、経理課がＣを使用する。

2.   火曜日は、総務課がＥを使用する。

3.   水曜日は、経理課がＢを使用する。

4.   木曜日は、維持課がＤを使用する。

5.   金曜日は、維持課がＡを使用する。

－20－



〔№　13〕 ビーカーに入った濃度10％の食塩水400ｇに対して、次のＡ～Ｄの手順で

操作を行ったところ、濃度4.5％の食塩水400ｇができた。

Ａ　ある重さの食塩水をビーカーから捨てる。

Ｂ　Ａで捨てた食塩水と同じ重さの純水をビーカーに加え、よくかき混ぜる。

Ｃ　Ａで捨てた食塩水の 5 倍の重さの食塩水をビーカーから捨てる。

Ｄ　Ｃで捨てた食塩水と同じ重さの純水をビーカーに加え、よくかき混ぜる。

以上から判断して、Ａで捨てた食塩水の重さとして、正しいのはどれか。

1.   24ｇ

2 .   28ｇ

3 .   32ｇ

4 .   36ｇ

5 .   40ｇ

－21－



〔№　14〕 下図のような台形の高さhとして、正しいのはどれか。

1.   5 ─3
4

2 .   5 ─7
4

3 .   5 ─3
2

4 .   7 ─3
2

5 .   5 ─7
2

10

4

54
h

－22－



〔№　15〕 Ａ選手は、4 月 1日から40日間連続して、下表のように曜日ごとに時間を

変えてトレーニングを行う計画を立てていたが、実際は 4 月 3日から35日間連続して

トレーニングを行い、トレーニングの合計時間は当初の計画より2 時間35分短くなった。

このとき、 4 月 1 日の曜日として、正しいのはどれか。

1.   月曜日

2.   火曜日

3.   水曜日

4.   木曜日

5.   金曜日

曜日 日 月 火 水 木 金 土

トレーニング
時間（分） 28 24 38 18 42 25 36

－23－



〔№　16〕 午前 0 時と正午に短針と長針とが正確に重なり、かつ、針が滑らかに回

転し、誤差なく動いている時計がある。この時計が 2 時ちょうどをさした後、最初

に短針と長針のなす角度が90度になるのは何分後か。

1.   27 1
11分後

2.   27 3
11分後

3.   27 5
11分後

4.   27 7
11分後

5.   27 9
11分後

－24－



〔№　17〕 次の図から正しくいえるのはどれか。

1.   平成21年から23年までの 3 か年における土木・建設機械の売上高の 1 年当た

りの平均売上高は、550 ,000百万円を上回っている。

2.   平成21年から23年までの各年についてみると、情報関連機器の売上高に対す

る事務用機器の売上高の比率は、いずれの年も0.8を下回っている。

3.   平成22年から24年までの各年についてみると、物件別売上高の合計に占める

音楽・映像記録物の売上高の割合は、いずれの年も18％を下回っている。

4.   平成22年における事務用機器とその他の売上高の計を100としたとき、24年

における事務用機器とその他の売上高の計の指数は150を上回っている。

5.   平成24年における売上高の対前年増加率を物件別にみると、最も大きいのは

その他であり、次に大きいのは土木・建設機械である。

0

200 ,000

400 ,000

600 ,000

800 ,000

1 ,000 , 000

1 ,200 , 000

1 ,400 , 000

1 ,600 , 000
（百万円）

平成21年

490 ,787

146 ,721

110 ,382

233 ,338

153 ,328

22

460 ,316

139 ,601

108 ,655

226 ,285

154 ,220

23

695 ,518

140 ,791

119 ,766

231 ,937

271 ,438

24

785 ,949

136 ,319

118 ,497

222 ,398

278 ,941

土木・建設
機械

情報関連機器

事務用機器

音楽・映像
記録物

その他

物品賃貸（レンタル）業における物件別売上高の推移
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〔№　18〕 次の図から正しくいえるのはどれか。

 

1 .   平成20年から25年までのうち、Ｄ国の外国人登録人口が最も多いのは21年で

あり、最も少ないのは24年である。

2.   平成21年から23年の各年についてみると、Ｃ国の外国人登録人口に対する

Ｄ国の外国人登録人口の比率は、いずれの年も前年に比べて増加している。

3.   平成22年におけるＢ国の外国人登録人口を100としたとき、24年におけるＢ国

の外国人登録人口の指数は96を下回っている。

4.   平成23年における 4 国の外国人登録人口を国籍別にみると、外国人登録人口

が21年に比べて減少しているのは、Ｃ国及びＤ国である。

5.   平成25年におけるＡ国の外国人登録人口は、22年におけるＡ国の外国人登録

人口に比べて減少している。

東京都における 4国の国籍別外国人登録人口の対前年増加率の推移

－20

－15

－10

－5

0

5
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（％）

25242322平成21年

Ａ国
Ｂ国
Ｃ国
Ｄ国
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〔№　19〕 次の図から正しくいえるのはどれか。

1.   平成19年から21年までの 3 か年における、くろまぐろの 1 年当たりの平均の

漁獲量は、19 ,000ｔを下回っている。

2.   平成19年から23年までのうち、びんながの漁獲量が最も多いのは19年であり、

次に多いのは23年である。

3.   平成20年から22年までの 3 か年における、めばちの漁獲量の累計は、170 ,000ｔ

を下回っている。

4.   平成21年のきはだの漁獲量を100としたとき、23年における、きはだの漁獲

量の指数は110を上回っている。

5.   平成22年についてみると、きはだの漁獲量は、めばちの漁獲量を32 ,000ｔ

以上、上回っている。

0

20

40

60

80

100
（％）

6.2
平成19年

（注）（　）内の数値は、総漁獲量（単位：t）を示す。

20 21 22 23

31 .0

30 . 8

32 . 0

（253 ,215） （212 ,100） （203 ,941） （204 ,234） （197 ,606）

9 .9

35 .8

8 . 6

31 . 9

27 . 9

31 . 6

5 . 0

25 . 9

26 . 9

42 . 2

7 . 8

30 . 0

27 . 2

35 . 0

くろまぐろ

びんなが

めばち

きはだ

29 .5

24 .8

我が国におけるまぐろ類 4種の魚種別漁獲量の構成比の推移
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〔№　20〕 次の図表から正しくいえるのはどれか。

1.   2008年度に対する2010年度の 1 台当たりの出荷額を種類別にみると、最も減

少しているのはノート型（モバイルノート）であり、次に減少しているのはノー

ト型（Ａ 4 型・その他）である。

2.   2009年度における 1 台当たりの出荷額を種類別にみると、最も高いのはデス

クトップ（単体・その他）であり、最も安いのはデスクトップ（オールインワ

ン）である。

3.   2009年度から2011年度までのうち、ノート型（Ａ 4 型・その他）の出荷台数

に対するノート型（モバイルノート）の出荷台数の比率が最も大きいのは2011

年度である。

4.   2010年度から2012年度までの 3 か年についてみると、デスクトップ（オール

インワン）の 1 年当たりの平均出荷台数は、1,500千台を下回っている。

5.   2012年度の 1 台当たりの出荷額を種類別にみると、 1 台当たりの出荷額が前

年度に比べて4,000円以上減少したのは、デスクトップ（単体・その他）だけである。

2008年度

2009

2010

2011

2012

4 ,694

ノート型
（Ａ 4型・その他）

パーソナルコンピュータ出荷台数の推移
ノート型

（モバイルノート）
デスクトップ
（オールインワン）

デスクトップ
（単体・その他）1,269 1 ,398 1 ,431

1 ,4061 ,3911 ,5125 ,209

1 ,6521 ,5971 ,4135 ,777

1 ,6161 ,6931 ,5576 ,411

1 ,3951 ,6036 ,525 1 ,628

（単位：千台）

2008年度 2009 2010 2011 2012

ノート型（Ａ 4 型・その他） 4,984 4 ,667 4 ,805 4 ,556 4 ,326

ノート型（モバイルノート） 1,649 1 ,383 1 ,379 1 ,445 1 ,431

デスクトップ（オールインワン） 1,888 1 ,730 1 ,840 1 ,695 1 ,327

デスクトップ（単体・その他） 1,236 1 ,077 1 ,182 974 868

我が国におけるパーソナルコンピュータの出荷の状況

パーソナルコンピュータ出荷額の推移　 （単位：億円）
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〔№　21〕 下図のような、一辺10cmの正五角形の内側に、各頂点を中心として各

辺を半径とする円弧を描いたとき、図の斜線部分の周囲の長さとして、正しいのは

どれか。ただし、円周率はπとする。

1.   5 ─3
3 πcm

2 .   10
3 πcm

3 .   3 ─3 πcm

4 .   11 ─3
3 πcm

5 .   17
3 πcm

10cm
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〔№　22〕 　　　　　　　　　　　　　　　 　左図のような立体の展開図として、

正しいのはどれか。

1 .

4 . 5 .

3 .

2 .
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〔№　23〕 図Ⅰは、同じ大きさの白色の立方体84個をすき間なく並べて作った立体

をある方向から見た図であり、図Ⅱは、図Ⅰの立体を反対の方向から見た図である。

この立体のすべての表面を赤色で塗ったとき、 3 面だけが赤色となる立方体の個数

として、正しいのはどれか。

1.   12個

2 .   16個

3 .   20個

4 .   24個

5 .   28個

図Ⅰ 図Ⅱ
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〔№　24〕 下図のように、長さ20cmの線分ＡＢが、両端を円周に接しながら矢印

の方向に 1 周して元の位置に戻るとき、線分ＡＢが描く軌跡の面積として、正しい

のはどれか。

1.   100πcm2

2 .   121πcm2

3 .   144πcm2

4 .   169πcm2

5 .   196πcm2

A

B

20c
m
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〔№　25〕 世界恐慌又はファシズムの台頭に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   アメリカでは、フランクリン＝ローズヴェルト大統領が、ニューディールと

よばれる恐慌対策を行い、農産物価格を引き下げるために生産の拡大を促進す

る農業調整法や、労働者の団結権・交渉権を剥奪するワグナー法を制定した。

2.   イギリス及びフランスでは、世界恐慌から脱出するため、両国の広大な植民

地をまとめた一つの経済ブロックが共同で形成され、ブロック内の商品には無

税もしくは低関税、ブロック外の商品には高関税が課された。

3.   イタリアでは、ファシスタ党の党首ムッソリーニが、総選挙で第 1 党となっ

て政権を奪取した後、世界恐慌により大きな打撃を受けると、軍事力による市

場の拡大を目指してエジプト侵略を強行し、これを併合した。

4.   スペインでは、ファシズムに反対する勢力による人民戦線政府が誕生したが、

その後フランコ将軍の率いる勢力との間で内戦が始まると、ドイツとイタリア

がフランコ側を支援し、フランコ側が内戦に勝利した。

5.   ドイツでは、反共産主義、民族主義などを主張するナチスの党首ヒトラーが、

クーデタによりヒンデンブルク大統領を追放して政権を奪取し、大統領と首相

を兼ねる総統に就任した。
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〔№　26〕 ラテンアメリカに関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   アマゾン川は、世界最大の流域面積と世界第 2 位の長さをもつ大河であり、

その流域には、セルバとよばれる熱帯雨林が広がっている。

2.   ラテンアメリカには、テラローシャとよばれる赤色で栄養分の少ない土壌が

広く分布しているが、ブラジル高原南部には、ラトソルとよばれるコーヒー栽

培に適した肥沃な土壌がみられる。

3.   ラテンアメリカには、貧富の差を生む一因とされている、大土地所有制によ

る大農園があり、アルゼンチンではファゼンダ、ブラジルではアシェンダとよ

ばれている。

4.   ブラジルは、石油の多くを輸入に頼っているため、水力発電所の開発やバイ

オエタノールの生産など、化石燃料に依存しないエネルギー政策を進めている。

5.   ペルーは、先住民の人口が全人口の半分以上を占め、ポルトガル語に加え、

ケチュア語を公用語としている。

〔№　27〕 19世紀頃のヨーロッパ美術に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   クールベは、古代ギリシア・ローマの文化を理想とし調和を重んじる新古典

主義の代表的画家で、「ムーラン・ド・ラ・ギャレット」等の作品がある。

2.   ドラクロワは、人間の感情の解放と躍動する個性の尊重を説くロマン主義の

代表的画家で、「民衆を導く自由の女神」等の作品がある。

3.   ダヴィドは、人間や社会の現実をありのままに描写しようとする写実主義の

代表的画家で、「ナポレオンの戴冠式」等の作品がある。

4.   ミレーは、光と色彩を重んじて印象をそのまま表現しようとする印象派の代

表的画家で、「落穂拾い」等の作品がある。

5.   ルノワールは、印象派の影響を受けつつ独自の道を開拓した後期印象派の代

表的画家で、「印象・日の出」等の作品がある。
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〔№　28〕 憲法が定める内閣に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   内閣総理大臣は、国権の最高機関である国会が、衆議院議員の中から議決に

より任命する。

2.   国務大臣は、内閣総理大臣により任命され、その過半数は、衆議院議員でな

ければならない。

3.   内閣は、国会の常会及び特別会の召集を決定することはできるが、臨時会の

召集については、内閣には決定の権限はなく、両議院が協議会を開いて決定する。

4.   衆議院が解散されたときは、参議院は同時に閉会となるが、内閣は、国に緊

急の必要があるときは、参議院の緊急集会を求めることができる。

5.   内閣は、法律の規定を実施するための命令を制定することだけではなく、法

律に基づかない独立命令を制定することもできる。

〔№　29〕 冷戦終結後の国際政治に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   中国では、民主化を求める学生や市民による天安門事件が起こり、この事件

の責任を問われ、改革解放路線を進めていた最高指導者の鄧
とう

小平が失脚した。

2.   イラクでは、イラク軍のクウェート侵攻に対し、アメリカ軍を中心とする多

国籍軍が介入して湾岸戦争が起き、フセイン大統領は、この戦争に敗れた直後、

失脚した。

3.   ソ連では、保守派のクーデタ失敗によりソ連共産党が解党され、ロシア連邦

を中心に独立国家共同体（ＣＩＳ）が結成されると、ソ連邦組織が消滅した。

4.   ユーゴスラヴィアでは、ＮＡＴＯ軍が国連決議に基づきコソヴォ紛争に介入

して空爆を行い、ミロシェヴィッチ大統領は、コソヴォ独立を認めて停戦に応

じた直後、失脚した。

5.   アフガニスタンでは、ニューヨークなどで発生した同時多発テロの主犯であ

る国際テロ組織の拠点があるとして、アメリカ軍による攻撃が行われ、アルカー

イダ政権が崩壊した。
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〔№　30〕 1970年代以降の我が国の経済に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   第 1 次石油危機の後、実質経済成長率は一時的にマイナスに落ち込んだが、

1970年代後半も成長率10％以上の高度成長が続いた。

2.   1980年代半ばのＧ 5 （先進 5 か国財務相・中央銀行総裁会議）のプラザ合意

により、円安ドル高が進んで輸出が増大し、相手国との貿易摩擦が深刻化した。

3.   1980年代後半から始まったバブル経済は、その後公定歩合の引上げなどが行

われたにもかかわらず、90年代半ばまで続いた。

4.   2002年以降、輸出の拡大や設備投資の増加等により、バブル経済後の長期不

況が終わり、戦後最長となる景気拡大が続いた。

5.   2008年のリーマン・ショックによる世界的な景気後退により、輸出が激減し、

実質経済成長率は低下したが、マイナスに落ち込むことはなかった。
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〔№　31〕 音の性質に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   音速は音波の伝わる速さのことをいい、振動数、波長、振幅に関係なく、媒質

や温度で決まり、空気中の音速は、ヘリウム中の音速より大きく、二酸化炭素

中の音速より小さい。

2.   音の高さ、音の強さ、音色を音の 3 要素といい、音の高さは音波の伝わる方

向と垂直な面を通り抜ける波のエネルギーの大きさで決まり、音の強さは振動

数で決まる。

3.   振動数が少しだけ異なる 2 つのおんさを同時に鳴らすと、音が周期的に強まっ

たり弱まったりして聞こえることをうなりといい、 1 秒の間に合成音の振動の

振幅が最大になった回数が、 1 秒当たりのうなりの回数である。

4.   周波数の決まった音を離れた 2 つのスピーカーから同時に出し、2 つのスピー

カーから等距離の線上をまっすぐに歩いていくとき、一定の間隔で音の強弱が

繰り返して聞こえることを屈折という。

5.   音が建物に当たってもどってくることを回折といい、音が短時間に何度も繰

り返し回折することにより、音源が振動を止めたあとも音がしばらく聞こえる

ことを共鳴という。

〔№　32〕 油脂と洗剤に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   油脂に水酸化ナトリウム水溶液を加えて熱すると、けん化されて、グリセリン

と高級脂肪酸のナトリウム塩（セッケン）が生じる。

2.   不飽和脂肪酸を多く含む脂肪油に、水素を付加して生じた液体を乳濁液とい

い、動物性油脂の乳濁液はマーガリンの原料となる。

3.   油脂や石油をセッケン水に入れて振ると、微細な小滴となって分散する現象

を硬化といい、硬化でできた溶液を硬化油という。

4.   セッケンは、カルシウムイオンやマグネシウムイオンと反応して水溶性の塩

をつくるため、硬水では泡立ちが良く、洗浄する効果が高くなる。

5.   合成洗剤は、疎水性の部分と親水性の部分を持つ物質で、強酸と弱塩基の塩

であるため、合成洗剤の水溶液は弱酸性となる。
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〔№　33〕 体液の恒常性に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   ゾウリムシは、細胞が丈夫な細胞壁に覆われているため、外部環境から細胞

内に水は浸入せず、体液の浸透圧を保つことができる。

2.   河口付近にすむモクズガニは、海にすむカニよりも体液の恒常性を保つ能力

が高く、周囲の外液の浸透圧と等しくなるように体液の浸透圧を調節できる。

3.   海水魚は、体液の浸透圧が海水よりも高く体内に水が浸入しやすいため、海

水を飲まず、腎臓の働きで薄い尿を多量に排出し、体液の浸透圧を保っている。

4.   ヒトの腎臓における腎小体は、毛細血管が密集した糸球体とこれを包む袋状

のボーマンのうからなり、血液から原尿をろ過する。

5.   ヒトの腎小体で血液からろ過された原尿は、濃度が高いため、腎細管を通る

間に水分が分泌されて希釈され、集合管を経由してぼうこうに送られる。
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〔№　34〕 下図に示した日本列島付近の海溝及びトラフに関する記述として、妥当

なのはどれか。

1.   海溝とは、中央海嶺でマグマが固まることによって生まれた海洋プレートが

中央海嶺の付近で滞留して厚みを増し、自らの重みで地球内部に沈み込んだ場

所であり、日本列島付近には、日本海溝がある。

2.   トラフとは、海溝よりも深く、急な傾斜をもつ幅の広い海底のくぼみをいい、

日本列島付近には、南海トラフ、伊豆・小笠原トラフがある。

3.   図中の海溝では、海溝の東側にあるフィリピン海プレートが海溝の西側にあ

るユーラシアプレートに沈み込んでおり、沈込みに伴って、海溝の西に傾斜し

たモホロビチッチ不連続面ができている。

4.   図中の海溝で沈み込む海洋プレートに沿った部分では深発地震が起こっており、

深発地震の震源帯を深発地震面という。

5.   日本の火山前線は、マグマの発生しやすい地帯の中心線上にあり、図中の海

溝やトラフとほぼ直角に位置しており、日本の火山活動や、海洋プレートの沈

込みとに密接に関係している。

海溝
トラフ

トラ
フ

海
　　
溝
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〔№　35〕 咋年 9 月に施行された「いじめ防止対策推進法」に関する記述として、

妥当なのはどれか。

1.   本法では、児童又は生徒に対する学校の教諭による体罰は、いじめに該当す

るものとされている。

2.   本法では、インターネットを通じて行われる行為は、心理的又は物理的な影

響を与える行為から除かれ、いじめに該当することはないものとされている。

3.   本法では、公立学校は、各学校の状況に応じて校長の判断により、当該学校

の教職員及び教育委員会事務局の指導主事その他の職員から構成されるいじめ

の防止等の対策のための組織を置くことができるものとされている。

4.   本法では、学校は、いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると

認めるときは、所轄警察署と連携して対処するものとされている。 

5 .   本法では、いじめは罰則では防げないとして、いじめを行っている児童又は

生徒に対し、学校教育法の規定に基づく懲戒を加えてはならないものとされて

いる。

〔№　36〕 昨年10月に我が国で開催された外交会議で採択された「水銀に関する水

俣条約」に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   本条約では、前文において、水俣病を重要な教訓とし、水銀による健康及び

環境への深刻な影響を防止する必要性を認識する旨が明記された。

2.   本条約では、本文において、発効後、金採掘での水銀の使用が全面的に禁止

されることが明記された。 

3 .   本条約では、本文において、被害補償や環境回復を汚染者が担うという汚染

者負担の原則が明記された。

4.   本条約では、水銀の採掘に関して、発効後、新規鉱山開発が禁止され、既存

鉱山の採掘量の削減が義務づけられることとなったが、既存鉱山における採掘

期間を限定する旨の定めは盛り込まれなかった。 

5 .   本条約では、発効後、水銀の輸出入が全面的に禁止され、水銀を使用した製

品における水銀の使用量の削減が義務づけられることとなったが、当該製品の

製造期間を限定する旨の定めは盛り込まれなかった。
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〔№　37〕 昨年11月にポーランドのワルシャワで開催された国連気候変動枠組み条

約第19回締結国会議（ＣＯＰ19）に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   2020年以降の温暖化対策の新たな枠組みについては、すべての国が温室効果

ガスの自主的な削減目標を定めることで合意したが、目標の提出時期は、各国

間の調整が難航して決まらず、次のＣＯＰ20で改めて議論することとなった。

2.   地球温暖化に対する責任は先進国の方が重いとする中国やインドなどの主張

が認められて、「共通だが差異ある責任」の原則が、合意文書に盛り込まれた。

3.   コペンハーゲン合意及びカンクン合意で示された途上国への温暖化対策支援

として約束した資金援助については、金額を入れた中間目標が盛り込まれた。

4.   巨大台風などの気候変動の悪影響に関する損失と被害への対応については、

被害国を技術や資金面で支援するワルシャワ国際メカニズムを設立することで

合意した。

5.   京都議定書第 2 約束期間に参加している日本は、2020年までの温室効果ガス

の排出量を1990年比で25％削減するという新たな目標を表明した。

〔№　38〕 財務省が本年 1 月に発表した平成25年分の貿易統計（速報）又は本年 2 月

に発表した平成25年中の国際収支状況（速報）に関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   貿易統計では、平成25年分の輸出金額は前年より増加したが、平成25年分の

輸出数量は前年より減少した。

2.   貿易統計では、平成25年分の輸入金額及び輸入数量は、いずれも前年より増

加し、過去第 2 位となる規模に達した。

3.   国際収支状況では、平成25年分の旅行や輸送などのサービス収支は、東日本

大震災以後、初めて黒字に転じた。

4.   国際収支状況では、平成25年分の株式配当などの所得収支は、前年より黒字

額が減少した。

5.   国際収支状況では、平成25年分の経常収支は、リーマン・ショック以後、初

めて赤字に転じた。
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〔№　39〕 昨年10月、与野党の対立によりアメリカの政府機関が一部閉鎖されたこ

とに関する記述として、妥当なのはどれか。

1.   政府機関の一部閉鎖は、連邦議会において、与党が多数を占める上院と野党

が多数を占める下院とが対立し、予算が成立しなかったことによるもので、オ

バマ政権が誕生して以来、今回で 2 度目となった。

2.   国立公園や国立博物館は、原則として閉鎖され、観光客等が影響を受けたほ

か、国防総省や情報機関の職員も、一部が自宅待機の対象となった。

3.   アメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）は、国際宇宙ステーションの任務が遂行中

であったため、閉鎖の対象から除外され、自宅待機の対象となった職員はいな

かった。

4.   オバマ大統領は、政府機関の一部閉鎖期間中にＡＰＥＣ首脳会議への出席な

どアジア歴訪を強行し、政府機関の一部閉鎖を長引かせた。

5.   予算案の修正を巡る上院と下院の調整は、最終的に失敗に終わり、合衆国憲法

により下院に優越するとされる上院の可決した予算が自動的に成立し、政府

機関の一部閉鎖は、10月中旬までに解除された。
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〔№　40〕 昨年 7 月に観光庁が発表した「観光白書」の内容に関する記述として、

妥当なのはどれか。

1.   平成24年の日本人の海外旅行者数は、前年よりも大幅に増加し、過去 2 番目

に多い結果となった。

2.   平成24年の訪日外国人旅行者数は、観光庁が目標としていた900万人を超え、

我が国は、ようやく観光新興国から観光先進国になったとされた。

3.   平成24年の訪日外国人旅行者数は、韓国、中国、台湾、香港で約65％を占め、

送客元の多様化による安定的な訪日外客構造の構築が課題とされた。

4.   平成23年の日本における国際会議の開催件数は、韓国及び中国を上回り、ア

ジア太平洋地域における開催件数に占める日本の割合は、前年より増加した。

5.   平成23年の日本の旅行業者の旅行取扱額は、国内旅行については前年より減

少したが、海外旅行については前年より増加し、総額は前年とほぼ同じだった。
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